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本日の発表内容

道路舗装データベースの背景と概要

道路舗装データベースのポイント

道路舗装マネジメントと道路舗装データベース

原地盤の状態や災害リスクに関する多様なオープンデータ

道路舗装DBとオープンデータとの組み合わせによる新たな道路

舗装マネジメントのイメージ

おわりに
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道路舗装データベースの
背景と概要
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国土交通省道路局”xROAD”(クロスロード)

3
（出典）第3回道路技術懇談会(2021/7/14)資料4に一部加筆

全国道路施設点検データベース



基礎的なデータを格納する基礎DBと詳細データを格納する施設別のDBで構成

各DBの管理者は公募により選定

全国道路施設点検データベース
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道路橋DB
• 上下部構造形式/使用材料
• 径間数、支間長
• 適用示方書
• 部材毎の損傷の有無、種類、
程度 等

附属物DB
• 横断歩道橋の昇降形式
• 標識・照明の支柱形式
• 変状のある部材
• 変状の種類
• 部材単位の評価結果 等

土工DB
• 落石重量（シェッド）
• 内空幅・高さ（カルバート）
• のり高、小段（土工構造物）
• 変状のある部材
• 変状の種類 等

トンネルDB
• トンネルの施工法
• トンネル等級
• 土かぶり
• 変状・異常箇所数（漏水、
外力、劣化） 等

舗装DB
• 設計CBR
• 舗装の種別・構成
• 健全性判断区分
• 点検結果（ひび割れ、IRI等）
• 指標の履歴 等

基礎DB
• 位置（緯度・経度） ・路線名 ・管理者名
• 完成年度 ・点検実施年度 ・判定区分 等 日本みち研究所

日本みち研究所 土木研究センター橋梁調査会

施工技術
総合研究所
（日本建設機械施工協会）

国土技術
研究センター

API

道路舗装
データベース



道路舗装データベースのデータ項目

既往の点検様式やDBに蓄積されたデータに加え、詳細調査データを追加
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データ項目 備考

区間情報 路線番号、枝番、起終点KP・座標、上下、車線 全データに共通

点検計画 点検予定年度、予定点検手法

点検結果 点検概要 点検年月・手法、使用目標年数達成年次

点検計測値 ひび割れ、わだち掘れ、IRIの計測値

評価 指標別評価区分、健全整評価、判断基準

詳細調査 調査概要 調査年月、調査の種類

調査結果 診断結果（損傷深さ）、調査業務情報 ※追加

FWD調査 調査条件 気温、路温、載荷荷重、載荷版直径 ※追加

調査結果 たわみ量計測値（D0～D200） ※追加

舗装構成 工事情報 舗設年月、補修理由、工事情報

各層概要 材料、バインダ、厚さ、層上面処理

舗装設計 設計条件 CBR、設計期間、長期保証・設計業務情報

非定型
データ

写真 現地写真、コア写真

計測データ FWD調査の動的データ ※追加

報告書類 舗装種別選定チェックシート、その他報告書類 ※追加



データ収集方法

点検や調査、設計や工事の業務にあわせてデータを収集

定型の入力様式・コードに入力しデータベース化するほか、調査結果の
詳細データ等を登録することも可能
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業務の種類 データベース化する内容（位置情報以外） 登録する詳細データ

舗装点検 点検時期、健全性、指標別の点検手法・健全
性区分・計測値

現地写真

舗装工事 敷設時期、新設・打換えた層の材料・バイン
ダ・上面処理の種類・厚さ、施工業者名

FWD調査 調査時期、調査時気温・路温、載荷加重、載
荷板直径、たわみ量（D0～D200）

動的データ

小型FWD調査 調査時期、診断結果 動的データ

コア抜き調査 調査時期、診断結果 コア写真

舗装設計業務 計画交通量区分、設計CBR、設計法 舗装種別選定
チェックシート



道路舗装データベースの
ポイント
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データベースはクラウド上に構築し、webメニューやAPIを通じた道路管理者以外
による利用にも開放

道路舗装データベース

クラウド・APIによるオープン化
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データベース
webメニュー

アプリケーション

APIを通じた利用

点検・調査会社 工事業者

点検結果の登録
調査データの登録

修繕工事で敷設した層
の材料工法等の登録

研究者等

データをダウンロードし
調査分析に活用

アプリケーション開発者

APIを通じてデータの検
索、取得、登録を実施

道路管理者

アプリケーションサービスを利用データ登録を委託

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞデータ登録



区間区分の正規化

直轄国道全線・全車線を10m単位にリスト化した記録単位区間マスタを作成

DBに登録されたデータは、該当する記録単位区間とのリンクを自動的に作成

データ間の関係分析を平易にでき、データ作成者も区間区分を気にせずにすむ
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記録単位区間マスタ

舗装構成、点検結果等の個別テーブル

点検
結果

：車線ごと、一定区間（10m）ごとに区分

：それぞれ自由な区間区分（メートル単位）で記録

記録単位区間別レコード ：記録単位区間ごとのIDを記録し、データ間の関係を分析可能に

舗装
構成

点検
結果
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区間情報（路線番号、枝番、距離標(KP)）をkeyとしたﾘﾚｰｼｮﾅﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを構築

既存点検様式の座標値がなくても記録単位区間ﾏｽﾀより補完可能

該当する

IDを整理

全ての情報に位置座標を付与

1)点検計画

ID
路線番号・枝番
起終点kp、上下・車線
点検実施予定年度
点検手法

3)詳細調査

ID
路線番号・枝番
起終点kp、上下・車線
詳細調査年月
詳細調査種類
診断結果
要打換え深さ
成果品特定情報

4)FWD調査結果

ID
詳細調査実施状況ID
路線番号・枝番
調査点kp・上下・車線
車線上の位置
気温・路温
載荷加重
載荷板直径
計測値(D0～D200)

5)舗装構成

ID
路線番号・枝番
起終点kp、上下・車線
敷設年月
材料(ｺｰﾄﾞ)
バインダ(ｺｰﾄﾞ)
再生材有無
厚さ(cm)
上面処理(ｺｰﾄﾞ)
詳細情報
更新事由
(工事成果品特定情報)

6)舗装設計

ID
路線番号・枝番
起終点kp・上下・車線
舗装計画交通量区分
設計(路床土)CBR
舗装設計期間
成果品特定情報

(設計業務)

8)記録単位区間マスタ

記録単位区間ID
路線番号・枝番
起終点kp※10mごと、上下・車線
起終点座標(中心線)
管理者情報
センサス区間No
環境区分
運用開始・終了日

7)非定型データ

路線番号・枝番
起終点kp、上下・車線
関連データID
ファイルの種類
ファイルリンク
メモ

記録単位区間別
データ

記録単位区間ID
・1)点検計画ID・更新日
・2)点検結果ID・更新日
・3)詳細調査ID・更新日
・4)FWD調査ID・更新日
・5)舗装構成ID・更新日

：

2)点検結果

ID
路線番号・枝番
起終点kp、上下・車線
点検年月
点検手法
健全性評価
評価基準
ひび割れ評価・計測値
わだち掘れ評価・計測値
IRI評価・計測値
目地部健全性・破損状況
使用目標年数到達年次

※路面か
ら下に第1
層、第2層
…の順に
第8層まで
記録

現地写真
コア写真

動的データ

舗装構成選定
チェックシート

※今後沿道条
件や埋設物
の状況等の
属性を追加
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道路舗装データベースポータルサイト

JICEホームページ内に、道路舗装データベースの内容を紹介し利用を支援
するサイトを設置予定
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https://www.jice.or.jp/pavement_db/

【コンテンツ】
道路舗装データベースの概要紹介
データリスト、API仕様書、サンプルデータ
データ入力様式やマニュアル等、データ登録者向けの支援コンテンツ



道路舗装マネジメントと
道路舗装データベース
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従来の道路舗装マネジメントシステム

表層の劣化状況とその将来予測をもとに修繕対象区間を抽出
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段階 地方自治体A 地方自治体B 地方自治体C 有料道路会社

舗装点検 ひび割れ率
わだち掘れ量
平坦性
MCI、PSI

ひび割れ率
わだち掘れ量
平坦性(IRI)
MCI

ひび割れ率
わだち掘れ量
平坦性
MCI

ひび割れ率
わだち掘れ量
平坦性（IRI）
すべり抵抗

修繕対象
区間抽出

将来予測結果より抽出
・ひび割れ：劣化段階ごと
に予測式を設定
・わだち掘れ：交通量区分
別に予測式設定

MCIの予測結果およびひ
び割れ率より抽出
・MCI：交通量区分別の
予測式を設定

劣化段階ごとの遷移確率
モデルによる将来予測結
果より抽出

過去の点検結果の推移に
よる劣化進行量予測式よ
り求めた数年後の状況よ
り抽出

詳細調査
(FWD等)

修繕区間設定後の工法等
検討の一環として実施

修繕区間設定後の工法等
検討の一環として実施

ー 調査段階で必要に応じて
実施

■道路舗装マネジメントシステムの例

現況の劣化状況や交通状態をもとに表層の将来状態を予測
詳細調査は修繕工事の一環として実施されDB化されていない



表層等の適時修繕による路盤以下の層の保護等を通じ、長寿命化に向けた
舗装の効率的な修繕の実施が目的

道路を4種に分類し、損傷の進行の早いAB区分の道路では、路盤以下の層
の状況を推定し劣化の兆候がある区間では詳細調査を実施し措置を講じる

「舗装点検要領」（H28.10）の考え方

14

表層の使用目標年数を設定し、
路盤以下の層を保護する機能
やサービス水準等の観点から、
使用目標年数まで供用可能か
定期的に点検
使用目標年数より早く劣化す
る区間では、詳細調査を実施
し劣化要因に対応した措置を
講ずる。

大分類 小分類 分
類

主な道路(イメージ)

損傷の進
行が早い
道路等

高規格幹
線道路等 A

（たとえば大型車交通量
が多い道路） B

損傷の進行が緩やかな
道路等 C

生活道路
等 D

高
速
道
路 直

轄
国
道

市
町
村
道

政
令
市
一
般
市
道

補
助
国
道
・県
道



表層に加えて、路盤以下の状況を考慮した意思決定を支援

従来の舗装ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ 舗装点検要領 道路舗装DBの利活用

表層の点検結果を蓄積し、
経年変化や交通量等との
関係をもとに表層の修繕
必要性を分析

路盤以下の層の保護を
目的と位置づけ
路盤の健全性は表層の
使用目標年数に対する
劣化状況より推定

路盤の健全性を直接計測
した結果（コア写真、FWD調
査）も蓄積
DBの位置座標をもとに、
原地盤に関するオープン
データを関連づけ

表層
基層

上層路盤

下層路盤

構築路床

路床
（原地盤）

表層
基層

上層路盤

下層路盤

構築路床

路床
（原地盤）

表層
基層

上層路盤

下層路盤

構築路床

路床
（原地盤）

各種ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ
を位置座標によ
り関連づけ状況
を把握

FWDやｺｱ写真等,
路盤を直接調査
した結果をDBに
蓄積

使用目標年数に
対する表層の
状況をもとに、
路盤の劣化状況
を推定

点検結果・補修
履歴をﾃﾞｰﾀ化

点検結果・補修
履歴をﾃﾞｰﾀ化

点検結果・補修
履歴をDB化

道路舗装データベースの利活用
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交通量等をもと
に表層の将来状
況を予測



原地盤の状態や災害リスクに関する
多様なオープンデータ
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国土地盤情報検索サイト“KuniJiban”
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直轄国道周辺で
多数の情報を蓄積

ボーリングデータを
柱状図(pdf)とXMLで
ダウンロード可能



地理院地図（土地の成り立ちに関する情報）

治水地形分類図 明治期の低湿地

旧河道や後背湿地などの地形分類の
情報を公開

明治期の地図をもとに、当時の河道や低
湿地のほか、水田等の土地利用を公開
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地理院地図（過去の災害記録）

19（出典）国土地理院ホームページ「イラストで学ぶ過去の災害と地形」



ハザードマップポータルサイト

液状化の発生傾向 大規模盛土造成地

これまでの地震で発生した液状化被害を
分析し、250mメッシュごとの発生傾向を
5段階で表示

谷や沢の埋め立てや傾斜地盤上の腹付
けによる大規模盛土造成地のおおむねの
位置を公開
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強

弱

埋立地や旧河道など
干拓地や自然堤防など
緩勾配の谷底低地、扇状地など
急勾配の 〃
山地や丘陵など

発生傾向



道路舗装DBとオープンデータと
の組み合わせによる

新たな道路舗装マネジメント
のイメージ
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道路舗装DB
（健全性）

治水地形
分類図×

土地の成り立ちから、
地盤改良の必要性を把握⇒

（旧河川の埋立）
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地盤改良の必要性を把握⇒
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凡 例
直轄国道

土砂災害履歴

自然災害伝承碑

道路網 災害
履歴

3次元
点群× ×

水みちによる路盤・路床劣化
や土砂災害のﾘｽｸを把握⇒自然災害

伝承碑×



おわりに
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アプリケーション開発への期待

道路舗装DBと多様なオープンデータやICTデバイス、AI技術との組み合わせに
より道路管理業務の効率を高めるアプリケーションが必要

DB自体にアプリ機能は持たず、民間アプリ開発者主導による開発に期待

JICEはDBの品質向上に取り組むほか、サンプルデータやアプリケーションへの
ニーズ情報を提供して開発を支援

大学・研究機関等 民間企業
（舗装会社・コンサル等）

道路管理者
（国・自治体・道路会社）

道路舗装
ＤＢ

交通
センサス

地図情報 各種関連
ＤＢ

業務支援アプリの開発
舗装工事
発注支援

舗装補修
実績管理

画像認識AI
健全度診断

・・・点検結果
登録支援

・・・

API連携

他のデータベース
（オープンデータ）

アプリの利用

民間アプリ
開発者の
競争領域

JICEはDBを
管理・公開
までを担当
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マネジメントサイクルへの道路舗装DB活用

道路舗装マネジメントサイクルの各段階に道路舗装DBを活用することで
ライフサイクルコストの最小化が可能となる
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診断

点検結果と地盤特性等の組み合わせにより路盤以下損傷可能性
がある箇所を抽出し、詳細調査を効率的に実施

点検で得られた損傷状況と
大型車交通量や地盤特性など
の損傷因子との関連を考慮
した適切な診断の実施

客観的な診断データにより優先度を見極め適切な修繕を実施

点検、詳細調査の結果
や修繕の記録を一元的
に蓄積し、散逸を防ぎ
利活用を促進

道路舗装マネジメントサイクルの変革につながる

点検

記録

措置


